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～ ３年生、私立高校の説明会を行いました。～ 
６月９日（木）の５・６時間目に、２日の県立高校に引き続き私立高校の説明会を実施しました。事前に

３年生には希望を取り、来ていただいたのは、佐賀県内から、敬徳高校、龍谷高校、佐賀学園高校、佐賀女

子高校、北陵高校の５校、佐世保市から、九州文化学園高校、聖和女子学院高校の２校、合計７校となりま

した。３年１組～３組の３つの教室と２つの理科室の合計５つの教室に分かれて行いました。説明をされる

高校の先生方が熱く語られるので、その話に引き込まれていました。中でも、北陵高校教頭の中野義文先生

が、初っぱなに「これから北陵高校の説明をしますが、どうか自分が本当に行きたい高校に行ってくださ

い。」と語られたことが強く印象に残りました。自分の高校を宣伝に来たのに、他校の説明も聞いた中で自

分に合っていると感じたら迷わず自分でその高校を選択することの大切さを教えられたのです。これからの

人生でも、大事な選択を迫られる場面がやってきます。３年生の皆さん、県立高校も私立高校も多くの情報

を慎重に分析・吟味して、自分がこれだと思うよりよい選択をしてください。 

 

～ 季節の花の鉢を生徒玄関へ展示していただいています ～ 
 今年も、泉山にお住まいの浦川友喜様より、毎月季節の 

花鉢を生徒玄関に展示していただいています。少しでも有 

田の子どもたちの心が花々によって癒やされればとの思い 

からです。今月は、梅雨の季節の花である「あじさい」が 

並んでいます。国内だけでなく海外の品種で珍しい花もあ 

るそうです。土が酸性かアルカリ性かによって花の色が変 

わるそうで、意図的に変えてみたら紫の色に深みが出たそ 

うです。浦川さんの有田や有田っ子を思う優しい心遣いに 

感謝しています。生徒の皆さんは、玄関の花で季節を感じ 

心が温まったら嬉しいです。本当にありがたいことです。 
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郷土を愛し、未来を切り拓く 
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～ 今年度も「読み語り」がスタートしました。～ 
 今年度も学年ごとに「読み語り」がスタートしました。朝の貴重な 

お時間を生徒のために割いてくださっている読み語りスタッフの皆様 

にお礼を申し上げます。なかなか自分で落ち着いた中で読書ができな 

い子どもたちが増えている中、優しい表情で語りかけられる姿は、生 

徒の心を揺さぶります。本当にありがとうございます。 

ここで、スタッフの皆様を紹介します。 

 八尋さん（代表）、岩永さん、匹田さん、廣尾さん、横田さん、 

吉島さん、馬場さん、林さん、山口さん、久保田さん、西山さん、 

益田さんの１２名です。今年１年、お世話になります。 

 
                                  ２年生での読み語り風景 

～ 生徒会ボランティア清掃がありました。～ 
 ６月８日（水）の放課後に、生徒会主催による 

ボランティア清掃が行われました。有田陶器市が 

行われた場所で落ちているゴミを生徒と先生で拾 

いました。 

地域に根ざした学校、地域の宝の学校として今 

後も地域のために「貢献」できることはないかを 

考え、実行に移していけたらと思います。このボ 

ランティアを発案してくれた生徒会の皆さん、本 

当に準備や活動、後片付けまでお疲れ様でした。 

  自分がゴミを拾うと、何だか心もすっきりする 

 し、次に自分が捨てる側にならないというメリッ 

トがあるそうです。私も時折町のゴミ拾いをしていますが、１番落ちているゴミは「たばこの吸い殻」で 

す。相当落ちています。有田の子どもたちに大人の素晴らしい背中を見せたいものです。 

 

★有田っ子キラリ★（新コーナー） 

  ６月２０日の週から、本格的な梅雨空となりました。校長として毎朝校門に立つ私も、今日は雨がひ

どいから立つのはやめようかなと一瞬頭をよぎります。しかし、２５９名の生徒の中に雨でもカッパを

着て登校する女子生徒がいます。他にもいるかもしれません。その子にとっては当たり前かもしれませ

んが、今の時代は親や祖父母が車で送ってくれる時代です。その姿を見て、これを「自立」と言わずし

て何と言うと感じました。私も娘が１人いて、数年前まで高校から「雨の降ってきたけん迎えに来て」

と電話があったら、パブロフの犬のような神対応で迎えに行っていたものです。その時は、かけがえの

ない娘との貴重な時間だと思っていました。 

  しかし、その生徒を見て、少し自分が恥ずかしくなりました。始業式や集会、結団式などで「自立・

貢献」という話をしてきました。当たり前のように実践してくれている生徒がいます。清掃ボランティ

アを考え、実行してくれた生徒たちがいます。なんて有田中は素敵なんだろうと思う今日この頃です。 

 

 

 ※７月行事については、学年や学級便りでご確認ください。 

※ 有田中学校ホームページ（https://www.education.saga.jp/hp/arita-j/）に「学校だより」をアップし

ています。写真やイラストなどカラーで載っていますので、是非ともご覧ください。 
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